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淀回回懲詞扨丿９

武者行列勇しく

　　「城下町・王生」を象徴する゛武者行列､、が、10

月22日、城址公園東□を出発レ壬生大通りに巣ま

った大勢の見物客の中を練り歩きました。

　そもそも武者行列は積雲神社の例祭で、鳥居家の

祖・鳥居元雲公をしのんで行われた行事でしたが、

今回町制施行百周年を記念レ30年ぶりに菌茫、稲

井町長を大将とした１４０名からなる前備え、本陣、

後備え、女武者、少年隊の俗眼は、昔の武者からを

思わせる勇往ないでたちで行進しました。
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100周年を契機に新たな町づく

　
明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
に
壬
生
町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
今
年
で
百
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
町
で
は
、
町
制
施
行
百
周
年
を
町
民
と
共
に
祝
い
、
来
た

る
二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
新
た
な
る
飛
躍
の
年
に
し
よ
う
と
、
記
念
式
典
を

十
一
月
三
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
に
お
い
て
挙
行
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
、
県
、
町
関
係
者
、
並
び
に
姉
妹
都
市

水
□
町
関
係
者
な
ど
、
約
六
百
三
十
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
福
井

町
長
が
、
「
百
同
年
を
ス
テ
ッ
フ
と
し
、
町
総
合
振
興
計
画
を
基
調
に
、
町

民
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
町
の
各
分
野
に
お
い
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た
万
［
マ

に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
百
周
年
目
の
赤
ち
ゃ
ん
戸
崎
聡
美
ち
ゃ

ん
（
安
塚
）
に
は
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
論
文
・
最
優
秀

作
品
の
出
井
均
さ
ん
（
中
央
町
）
と
記
念
作
文
・
最
優
秀
作
品
の
中
川
幸
洋
君

あいさつする楯井町長

（
安
塚
小
三
年
）
、
黒
川
慎
哉
君
（
壬
生
中
三
年
）
に
賞
状
が
贈
ら
れ
、
記
念

論
文
の
最
優
秀
作
品
は
冊
子
で
出
席
者
全
員
に
配
布
さ
れ
、
記
念
作
文
の
最

優
秀
の
二
名
は
会
場
で
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
場
を
城
址
公
園
に
移
し
て
、
え
の
き
の
記
念
植
樹
が
町
長
・
議

長
に
よ
り
行
わ
れ
た
後
、
六
美
町
出
身
の
木
村
博
氏
デ
ザ
イ
ン
で
、
互
い
に

肋
け
合
い
な
が
ら
現
在
と
未
来
を
見
つ
め
る
㈲
と
目
を
表
現
し
た
と
い
う
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
、
そ
し
て
、
現
在
の
町
の
様
子
を
記
録
し
た
写
真
集

や
文
献
な
ど
六
十
五
点
を
収
納
、
五
十
年
後
に
開
封
す
る
タ
イ
ム
カ
フ
セ
ル

の
埋
設
式
が
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル
に
関
係
者
一
同
を
集
め
て
、
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
ガ
催
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。

表彰状並びに感謝状を受賞された方々
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記念作文最優秀の安塚小３年の中川幸洋君(右)と壬生中３年の黒川慎哉岩

記念論文最優秀の出井均氏 受貧者を代表してあいさつする

石崎達氏

記念モニュメント（木村博氏設計）の除幕式

祝賀パーティーで歓談するシンボルマーク及び

モニュメント製作設計者の木村博氏（中央）

　100同年の節目にめでたく誕生された

戸崎聡美ちゃん（平成元年４月１日生れ

戸崎耕三郎・春美ご夫妻の長女、大字安

塚1952）に記念証と記念品が贈られる

町の本（えのき）の記念植樹

50年後の西暦2039年11月３日に開封される

タイムカフセルの埋設式

一

｀心
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心

武者行列

出陣式に武者たちも真剣

沿道にはたくさんの見物客が集まりさかん

にカメラやビデオをとる人も多かった。

幼稚園児の参加に、お年寄りたちは

うれしそうでした。

広報み.Sこ11111111111』||｢|||||||||||||||||||1
4 ｣|||||||||||||||||||

少年のよろい姿もりりしい

女性武者つてかつこいいですね

老人スポーツ大会

速
く
走
っ
て
／

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
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公圓まつり

-

城址公園の完成を祝った公園まっりには、たくさんの人

出で賑い、無償配布の苗木や花もすぐなくなりました。

サカルトペロ少年少女合唱団公演

グルジア音楽を披露し

　　　　　会場の聴衆を魅了しました

生
涯
学
習
の
す
す
め

★
自
然
界
は
偉
大
な
教
師
★

　
生
き
物
、
つ
ま
り
動
物
で
あ
る
人

間
も
、
も
と
も
と
自
然
の
産
物
で
あ

っ
て
、
こ
の
宇
宙
と
い
う
大
白
然
の

一
部
と
し
て
生
き
て
き
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
文
明
の
進
歩
と
と
も

に
、
人
間
だ
け
が
一
人
歩
き
を
始
め

た
結
果
、
現
代
人
の
生
活
は
自
然
界

か
ら
次
第
に
遠
の
い
て
い
っ
た
の
で

す
。
と
り
わ
け
、
都
会
に
住
む
人
々

は
、
日
常
生
活
の
中
で
自
然
と
ふ
れ

あ
う
機
会
が
き
わ
め
て
少
な
い
。

　
そ
の
結
果
、
私
た
ち
は
動
物
と
し

て
、
あ
る
い
は
人
間
と
し
て
本
来
も

っ
て
い
た
能
力
を
、
ど
の
く
ら
い
失

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
、
い
ま
改
め

て
考
え
て
み
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

★
衰
え
つ
つ
あ
る
人
間
の
五
感
★

　
か
つ
て
農
耕
時
代
は
、
動
く
こ
と

が
、
す
な
わ
ち
自
然
と
の
か
か
お
り

を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
人
間
は
自

然
県
を
教
師
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

能
力
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
育
段
階
で

身
に
付
け
て
き
ま
し
た
。
動
物
で
あ

る
人
間
が
育
つ
環
境
と
し
て
、
自
然

は
不
可
欠
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

自
然
の
ふ
と
こ
ろ
で
人
間
は
五
感
を

養
い
、
文
化
を
築
い
て
き
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
代
人
の
五
感
は
後

退
し
始
め
て
い
る
ー
－
こ
れ
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
人
間
と
し
て
の
基
本

的
な
能
力
が
失
わ
れ
っ
っ
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。
自
然
の
造
形
、

樹
木
の
感
触
、
花
の
香
り
、
生
鮮
食

品
の
味
な
ど
が
も
う
一
つ
よ
く
分
か

ら
な
い
…
…
と
い
っ
た
子
供
た
ち
の

現
状
は
、
・
そ
の
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

★
生
涯
学
習
で
さ
ま
ざ
ま
な

育
を
中
心
と
す
る
知
識
の
吸
収
が
主

で
し
た
。
し
か
し
、
生
涯
学
習
は
、

単
に
知
識
の
習
得
と
か
仕
事
上
の
能

力
向
上
と
い
っ
た
部
分
的
な
能
力
に

の
み
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
本
来

人
間
が
も
っ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
能

力
の
開
発
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
私
は
、
そ
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
も
っ

と
も
っ
と
自
然
界
と
ふ
れ
あ
う
機
会

を
増
や
す
こ
と
を
お
勤
め
し
た
い
。

そ
し
て
五
体
全
休
に
体
験
を
さ
せ
、

五
感
を
研
ぎ
す
ま
し
、
深
み
の
あ
る

　
　
　
　
能
力
の
開
発
を
★
　
　
　
実
り
多
い
人
生
を
生
き
て
い
た
だ
き

従
来
の
教
育
や
学
習
は
、
学
校
教
　
　
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
涯
学
習
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
登
山
家
・
医
師
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
井
　
通
　
子
氏

消防自動車を更新
　町では､このたび消防自動車３台を購入し、

それぞれ､第１分団第１部、第２分団第４部、

第３分団第２部に配車しました。

　なお、今後順次更新していく予定です。

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります
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町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
に

　
　
自
治
功
労
者
表
彰
〔
十
一
名
〕

　
長
年
に
わ
た
り
、
町
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
万
並
び
に
他
の
模
範
と

な
る
行
為
を
さ
れ
た
方
な
ど
、
政

治
、
経
済
、
社
会
、
そ
の
他
、
各

方
面
に
お
い
て
、
功
績
が
あ
っ
た

方
［
ｙ
の
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
、

十
月
十
一
日
、
役
場
正
庁
で
多
数

四

の
来
賓
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
で
す
。
（
順
不
動
・
敬
称
略
）

　
今
年
、
受
賞
（
功
労
章
、
徳
行
章
）

に
な
ら
れ
た
十
一
名
の
万
マ
に
は
、

町
長
か
ら
表
彰
状
、
記
章
及
び
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
た

た
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

W

自治功労者表彰された方々

○
町
の
教
育
、
文
化
、
産
業
、
福
祉

　
防
災
、
そ
の
他
公
益
事
業
に
関
し

　
特
に
功
労
顕
著
な
者

　
　
　
大
　
垣
　
久
　
三

　
　
　
　
表
町
八
番
六
砂

○
二
十
年
以
上
条
例
又
は
規
則
で
設

　
置
し
た
非
常
勤
特
別
職
に
あ
っ
て

　
功
績
が
あ
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
者

　
　
　
中
　
根
　
幸
　
男

　
　
　
　
本
丸
一
丁
目
二
番
十
四
号

○
八
年
以
上
町
長
・
町
議
会
議
員
の

　
職
に
あ
つ
た
者
（
繰
返
し
表
彰
）

　
　
　
小
　
菅
　
良
　
一

　
　
　
　
上
稲
葉
一
九
〇
番
地

　
　
　
松
　
本
　
徳
　
郎

　
　
　
　
通
町
五
番
言
ご

○
通
算
に
よ
り
、
八
年
以
上
町
議
会

　
議
員
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
会
委
員
・
特
別
生
地
保
有
税
審
議

　
会
委
員
の
職
に
あ
つ
た
者

　
　
　
大
　
関
　
庄
　
一

　
　
　
　
上
田
九
七
一
番
地
一

〇
通
算
に
よ
り
、
八
年
以
上
町
議
会

　
議
員
・
農
業
委
員
会
委
員
の
職
に

　
あ
っ
た
者

　
　
　
粂
　
川
　
誠
　
市

　
　
　
　
助
谷
六
五
七
番
地
二

〇
通
算
に
よ
り
、
八
年
以
上
町
議
会
議

　
員
・
消
防
団
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
　
　
松
　
井
　
晴
　
夫

　
　
　
　
壬
生
乙
二
五
四
六
番
地
一

〇
二
十
年
以
上
職
員
と
し
て
勤
務
し

　
成
績
優
れ
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
者

　
　
神
　
永
　
　
　
栄

　
　
　
若
草
町
三
番
八
号

　
　
木
　
村
’
　
　
玄

　
　
　
大
師
町
十
八
番
六
号

　
　
三
　
橋
　
　
　
秀

　
安
塚
八
六
七
番
地

梁
　
島
　
和
　
夫

　
本
丸
一
丁
目
四
番
二
号

秋
の
叙
勲
を
受
章

　
十
一
月
三
日
（
文
化
の
回
、
政

府
よ
り
平
成
元
年
秋
の
叙
勲
受
章
者

が
発
表
さ
れ
、
本
明
か
ら
は
六
美
可

南
部
第
二
の
川
俣
泰
爾
さ
ん
が
、
三

十
一
年
の
問
矯
正
業
務
に
・
尽
く
さ
れ

た
功
労
に
よ
り
、
勲
七
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

W

ｉ

か
わ
ま
た
た
い
じ

川
俣
奉
爾
氏
（
六
十
六
歳
）

　
　
　
　
　
大
字
壬
生
丁
九
〇
上
五

川
俣
さ
ん
は
都
賀
町
の
ご
出
身
で
、

海
車
生
活
の
後
、
昭
和
二
十
三
年
に

旧
宇
都
宮
刑
務
所
看
守
と
な
り
、
主

に
管
理
・
保
安
業
務
を
担
当
さ
れ
、

同
刑
務
所
が
黒
羽
町
に
移
転
と
な
っ

た
後
、
昭
和
五
十
四
年
に
看
守
部
長

で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
二
十
年
以
上
皆
勤
の
所

長
表
彰
や
、
三
十
年
勤
続
の
法
務
大

匝
表
彰
な
ど
多
く
の
表
彰
を
受
け
ら

れ
て
お
り
、
今
回
は
、
こ
う
し
た
地

味
で
困
難
な
矯
正
の
職
務
に
、
永
年

に
わ
た
り
精
励
さ
れ
て
き
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
晴
れ
の
栄
誉
あ
る
受
章

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます壬生町民憲章
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該当される方は

手続きして下さい./

　
身
体
の
不
自
由
な
方
や
田
子
家
庭

の
児
童
や
田
親
を
対
象
に
、
医
療
を

受
け
た
と
き
の
医
療
費
自
己
負
担
分

　
（
保
険
診
療
分
か
ら
附
加
給
付
な
ど

を
除
い
た
額
）
を
町
で
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
医
療
費
助
成
制
度
を
よ
く
理

解
し
、
該
当
さ
れ
て
い
て
ま
だ
助
成

ぶ
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に
役

み
揚
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

広報
　
な
お
、
手
続
き
に
は
診
断
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
身
体
障
害
者
手

帳
や
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
際

に
、
医
療
費
助
成
の
手
続
き
も
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ぐ
　
診
断
書
用
紙
及
び
届
出
書
は
、
役

―
－－－－ｍ

　
楊
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

―
－
―

－－

重
度
心
身
障
害
者
の

　
　
　
　
医
療
費
助
成

☆
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
満
一
歳
以

上
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
。

一
級
又
は
二
級
の
右
。
療
育
手
帳
の

程
度
が
ヤ
入
は
七
の
片
ス
ま
た
は
ヽ

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
三
級
又

は
四
緑
で
、
知
能
指
数
が
亙
○
以
下

の
万
は
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

☆
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
万
。

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
る
方
。

ｏ
児
童
福
祉
施
設
又
は
精
神
薄
弱
者

桜
護
施
設
に
入
所
中
の
方
。

　
医
療
受
給
資
格
者
証
の
　
ー
。

百
計
仁

☆
健
康
保
険
証
・
身
体
障
実
者
手
帳

又
は
療
育
手
帳
と
印
鑑
、
老
人
保
健

法
の
医
療
受
給
者
は
健
康
手
帳
。

母
子
家
庭
の
医
療
費
助
成

☆
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
十
八
歳
未

満
の
人
が
い
る
母
。
ト
家
庭
及
び
父
が

身
体
障
害
者
一
級
又
は
二
級
程
度
の

世
帯
の
ほ
と
子
。
十
八
歳
未
済
で
父

母
の
い
な
い
子
。

ｏ
所
得
が
所
得
制
限
以
上
の
方
。

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
る
方
。

医
療
受
給
資
格
者
証
の

交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

☆
健
康
保
険
証
、
印
鑑
。

☆
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
母
子
年
金

証
書
、
遺
族
年
金
証
書
の
い
ず
れ
か
。

言
公
的
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
診
断
書
又
は
民

生
委
員
の
証
明
書
。

☆
老
人
保
健
法
の
医
療
受
給
者
は
健

康
手
帳
。

☆
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

前
住
所
地
の
所
得
証
明
書
。

助
成
の
申
請

亡
父
給
期
間
に
受
け
た
保
険
給
付
に

つ
き
、
一
部
負
担
金
を
窓
口
な
ど
で

支
払
っ
た
金
額
（
た
だ
し
高
額
療
養

費
、
附
加
給
付
な
ど
を
差
し
引
い
た

額
）
で
す
。

☆
口
座
振
込
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

☆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
は
、
保

険
松
竹
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
で
す
。

付
子
医
療
背
け
、
保
険
給
付
を
受
け

た
夕
月
か
ら
一
年
で
す
。

　
保
険
診
療
証
明
を
受
け
た
助
成
申

請
書
に
、
受
給
資
格
考
証
の
記
号
番

号
、
加
入
保
険
、
金
融
機
関
名
な
ど

を
申
請
者
記
入
欄
に
記
入
捺
印
し
、

預
金
通
帳
を
持
参
の
上
、
役
場
福
祉

課
又
は
各
出
張
所
へ
お
こ
し
下
さ
い
。

恐
（
句
自

　
　
「
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
の
裏

面
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
転
出
、
死
亡
な
ど
で
受
給

資
格
が
な
く
な
っ
た
時
は
、
す
み
や

か
に
医
療
受
給
資
格
置
証
を
役
場
に

返
し
て
下
さ
い
。

福
祉
の
た
め
に
と

　
　
四
十
万
円
寄
付
さ
れ
る

　
栃
水
地
区
遊
技
業
協
同
組
介
防
犯

協
力
会
（
坂
尾
立
美
会
長
）
で
は
、

十
月
五
日
町
託
宣
を
訪
れ
、
「
福
祉

の
た
め
に
活
用
し
て
下
さ
ニ
と
、

町
に
四
十
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
は
今
回
で
第
六
回
を
数

え
、
町
で
は
、
福
祉
の
充
実
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

じあう明るい町をつくります壬生町民憲章　１．きまりを守り互いに信
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介
販
売
の
苦
情
が
増
え

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
も
四
～
九
月
ま
で

に
十
九
件
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｓ
「
儲
か
る
話
が
あ
る
」
と
友
人
に

あ
る
家
に
つ
れ
て
い
か
れ
た
。
そ
こ

で
、
風
呂
水
浄
化
装
置
の
機
器
（
約

四
十
八
万
円
）
の
購
入
を
す
す
め
ら

れ
た
。
三
人
に
売
っ
て
く
れ
ば
十
七

万
円
の
収
入
に
な
る
と
い
う
。
購
入

契
約
し
て
今
日
で
八
日
目
、
紹
介
す

る
自
信
も
な
い
し
、
お
金
も
大
変
な

の
で
解
約
し
た
い
。

・
友
人
か
ら
食
事
に
誘
わ
れ
出
か
け

た
と
こ
ろ
、
説
明
会
場
で
あ
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
説
明
を
聞
い
て
い
る
う
ち

に
、
布
団
一
式
（
四
十
九
万
円
）
購

入
契
約
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し

か
し
、
現
物
は
持
っ
て
い
な
い
。
支

払
い
は
□
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
。

　
解
約
し
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
相
談
例
は
、
単
に
商
品

を
購
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
商

品
を
販
売
し
た
り
他
人
に
も
次
々
に

勧
め
て
、
販
売
網
を
広
げ
て
い
く
商

法
で
、
「
紹
介
販
売
」
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
紹
介
版
売
の
実
績
を
上
げ
れ
ば
、

組
織
内
の
地
位
も
上
が
り
、
収
入
も

高
く
な
る
の
で
、
強
引
、
執
よ
う
な

飲
誘
、
金
げ
け
を
強
調
し
た
販
売
説

明
な
ど
、
ゆ
き
す
ぎ
た
販
売
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

食事と健康⑦た
ま
ご
料
理

　
卵
は
、
そ
の
タ
ン
パ
ク
質
加
熱
に

よ
っ
て
固
ま
る
作
用
か
お
る
こ
と
か

ら
、
ゆ
で
卵
、
か
き
た
ま
汁
、
オ
ム

レ
ツ
、
プ
リ
ン
、
ま
た
、
ツ
几
ハ
ー

グ
な
ど
の
っ
な
ぎ
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
卵
白
は

泡
筑
て
る
こ
と
で
、
ケ
ー
キ
の
ス
ポ

ン
ジ
な
ど
を
ふ
ん
わ
り
と
膨
ら
ま
せ

る
な
ど
、
卵
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
多
い
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
茶
碗
荼
し
や
カ
ス
タ

ー
ド
プ
デ
ィ
ン
グ
を
作
る
時
、
卵
を

だ
し
や
牛
乳
で
薄
め
、
固
め
て
作
り

ま
す
が
、
参
考
ま
で
に
、
下
の
表
に

卵
の
希
釈
割
合
を
示
し
ま
し
た
の
で

デ
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
少
し
前
ま
で
は
、
卵
一
個
五
〇
グ

ラ
ム
と
覚
え
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
最
近
の
卵
は
大
き
く
正
味

六
〇
グ
ラ
ム
は
あ
る
よ
う
で
す
。
卵

を
割
り
ほ
ぐ
し
計
量
し
て
か
ら
、
だ

し
な
ど
で
希
釈
し
て
み
る
と
よ
い
で

す
ね
。

　
卵
の
タ
ン
パ
ク
質
は
、
’
プ
ピ
ア
イ

ン
ス
コ
ア
（
タ
ン
パ
ク
質
の
栄
養
価

を
み
る
も
の
）
　
言
言
と
い
う
こ
と

で
も
佃
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
に

よ
く
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
ま
す
。

　
「
卵
は
コ
レ
ス
テ
四
Ｉ
ル
が
多
い
か

ら
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う
人
も
、
医

師
か
ら
特
に
制
限
を
受
け
て
い
る
万

以
外
は
、
質
の
よ
い
す
ぐ
れ
た
タ
ン

パ
ク
質
で
あ
る
卵
を
一
日
一
個
は
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

卵
の
希
釈
割
合
表

料理名 卵(QG) だし(QG) 卵：だし(割合)

厚焼卵

卵豆腐

フディンブ

茶わん蒸し

50QG

50cn

50cn

50QG

15cn

50～70GG

牛乳100GG

150～200

１：１／３

１：１（～１．５）

１：２（～２．５）

１：３（～４）

－　　ほ=ES　　墜９囲‘‘9^lj’2.゛゛゛゛言言|･s‘゛3賜と皿頭

目一
回

｡。,言筋侶。1貼宍………J｡19呂朧朧賜ﾀﾞ言順順

　11月は国民年金制度推進月間です

　　　　　20歳～60歳の方へ

◆OKが出た方は結構です。

◆OKか出なかった方は､手続きをしてください。

⇒ＯＫ

　　廿

づ桓五亘且コ

⇒⑤穏巡言］□

　≒すぐ納めましょう
ｽﾞﾕｻﾞｻﾛ

　該当届出i?斉み

七言ﾔ］

　‰至急､出しましょう

朧朧鰯。o壮言ドブド
吋ＯＫ

ｽﾞ二言

　手続きをしましょう

【】お問合せは、役場住民課国民年金係(�82－1234)まで
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白
図
四

　
　
た
き
火

　
学
校
に
行
く
道
す
が
ら
、
時
間
を

気
に
し
な
が
ら
、
た
き
火
に
あ
た
っ

て
い
る
子
供
た
ち
。
へ
垣
根
の
垣
根

の
ま
が
り
か
ど
…
…
と
歌
い
な
が
ら
、

し
も
や
け
の
手
を
た
き
大
に
か
ざ
し
、

前
が
温
ま
る
と
回
れ
右
を
し
て
背
中

を
温
め
ま
す
。
と
き
に
は
、
落
葉
の

燃
え
る
に
お
い
に
、
た
き
大
の
中
に

入
れ
た
お
芋
の
焼
け
る
に
お
い
が
ま

ざ
っ
た
り
し
て
…
…
。

劇団“銀河鉄道”の

　　ぬいぐるみミュージカル
ね

長靴をはいた
２幕１時間45分

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
こ
ん
な
風
情
は
い
っ
の
間
に
か
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
最
近
の
道

路
は
車
の
通
行
が
頻
繁
で
、
し
か
も

舗
装
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
垣
根
の

曲
が
り
角
で
の
落
ち
葉
た
き
は
で
き

な
い
わ
け
で
す
。

　
で
も
、
た
き
火
と
ひ
と
口
に
い
っ

て
も
、
俳
句
の
季
語
に
は
、
庭
た
き

火
、
山
た
き
大
、
野
た
き
火
、
磯
た

き
火
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近

は
、
ゴ
ミ
処
理
や
廃
材
処
理
の
た
き

大
も
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
た
き
火
に
よ
る
火
災

は
意
外
に
多
く
、
全
国
の
総
出
大
作

数
の
Ｉ
〇
こ
二
％
（
昭
和
六
十
二
年

度
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
火
災
警
報

や
乾
燥
注
意
報
が
出
て
い
る
時
や
風

の
強
い
時
は
た
き
火
を
し
な
い
、
た

き
火
を
す
る
時
は
水
の
入
っ
た
バ
ケ

ツ
や
消
火
器
を
用
意
す
る
、
な
ど
が

必
要
で
す
。

　　ネコがかわいらしい長靴を

　はいて、ご土人さまのために

　犬冒険をする、みなさんおな

　じみのフランス犬ペローの名

　作童話ミュージカルです。

　　どうぞ、お楽しみにお出か

　けください。

★日　時　12月17日問

　　　　　ｎ時･2時（2回公演）

★場　所　壬生中央公民館

　　　　　　　　　　大ホール

★入場料　500円（３歳以上。

　　　　　金賞自由席です）

★入場券　壬生中央・稲葉・南

　取扱い　犬飼地区公民館

★問合せ　壬生中央公民館

　　　　　�82－0108㈹

図

㈲り

四
ゆ
う
が
お
み
ぶ

1
5
日
か
ら
巡
回
開
始

ビ
ス
の
重
要
な
柱
の
Ｉ
つ
と
し
て
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
・
・
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
巡
回
の
場
所
、
お
よ
び
1
2
月
の
日

程
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
い
ず
れ
の
地
区
と
も
、
巡
回
時
間

は
、
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
で
す
。

　
借
り
る
時
は
貸
出
券
が
必
要
で
す
。

本
館
と
共
通
の
券
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
貸
出
券
を
お
持
ち
で
な
い
方

も
、
そ
の
場
で
登
録
で
き
ま
す
の
で

そ
の
日
か
ら
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
貸
出
券
は
一
人
１
枚
。
５
冊
ま
で

次
の
巡
回
日
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

○
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち

　
（
幸
町
一
丁
目
な
か
た
洋
品
店
裏
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
た
び
た
び
お
知
　
　
　
・
1
2
月
１
目
白

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
移
動
図
　
　
Ｏ
藤
井
小
学
校

書
館
単
「
Ｂ
Ｍ
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
」
の
　
　
　
・
１
２
月
８
目
白

巡
回
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
専
用
の
移
動
図
書
館
車
に
よ
る
巡

回
と
し
て
は
、
栃
木
県
で
は
、
県
立

図
書
館
、
宇
都
宮
、
栃
木
、
佐
野
、

今
市
、
小
山
、
真
岡
、
黒
磯
に
つ
い

で
９
館
目
で
す
が
、
町
・
村
で
は
第

一
号
に
な
り
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
先
月
号
で
お
話
し

し
ま
し
た
蚤
域
サ
ー
ビ
ス
〃
の
一

環
と
し
て
位
置
づ
け
、
図
書
館
サ
ー

Ｏ
壬
生
来
小
学
校

　
・
1
2
月
1
3
目
印

〇
羽
生
田
小
学
校

　
・
１
２
月
1
4
口
内

〇
稲
葉
地
区
公
民
館

　
・
1
2
月
1
5
目
脂

〇
安
塚
小
学
校

　
・
1
2
月
２
０
日
印

〇
壬
生
北
小
学
校

　
・
1
2
月
２
１
日
出
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力作が勢ぞろい

「
税
金
は
豊
か
な
未
来
の
町
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
壬
生
小
　
薩
策
　
元
美

「
税
金
完
納
住
み
良
い
暮
し
」

　
　
　
　
　
壬
生
小
　
栗
原
　
　
仁

「
税
金
は
社
会
を
築
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

　
　
　
　
　
秘
策
小
　
高
橋
沙
千
之

「
税
金
は
豊
か
な
く
ら
し
を
作
る
素
」

　
　
　
　
　
睦
　
小
　
桐
林
　
　
葵

「
税
金
は
豊
か
な
町
へ
の
第
一
歩
」

　
　
　
　
羽
生
田
小
　
別
井
　
弘
和

「
税
金
で
住
み
よ
い
町
を
作
り
ま
す
」

　
　
　
　
壬
生
北
小
　
瓦
井
　
令
子

「
税
金
は
み
ん
な
の
た
め
の
町
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
安
塚
小
　
横
倉
美
津
子

　
町
で
は
、
次
代
を
担
う
児
童
・
生
　
「
納
税
で
光
る
未
来
に
し
あ
わ
せ
を
」

徒
示
六
・
中
二
）
を
対
象
に
、
第
一
　
　
　
　
　
　
壬
生
束
小
　
小
森
　
純
子

回
納
税
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
　
　
「
税
金
を
お
さ
め
て

し
た
。
そ
の
結
果
、
総
数
八
三
六
点
　
　
　
　
　
　
　
　
広
が
る
町
づ
く
り
」

も
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
小
　
山
川
　
　
晃

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ぃ
ま
し
た
。
　
　
★
中
学
生
の
部

　
こ
れ
は
、
税
の
正
し
ぃ
理
解
を
通
　
「
住
み
よ
い
暮
し
を
す
る
た
め
に

し
て
共
同
体
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
　
　
　
　
税
が
必
要
　
あ
な
た
が
必
要
」

を
持
つ
と
と
も
に
、
家
庭
の
中
で
税
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
中
　
篠
原
真
由
美

に
つ
ぃ
て
話
し
合
ぃ
、
家
族
み
ん
な
　
「
税
金
で
夢
あ
る
ふ
る
里
町
づ
く
り
」

で
納
税
に
っ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
今
年
か
ら
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
入
選
作
五
二
点
が

選
ば
れ
、
そ
の
中
で
優
秀
賞
一
一
点

が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

★
小
学
生
の
部

南
犬
飼
中
　
稲
垣
千
香
子

(Ξ云E?l

　!r£
-

頭
頂
附
恋
恋
犀
4
0
．
乳
生
の
税
に
関
す
る
作
ｔ
」
上

作
皿

1 9
皿
四
大
栃
木
税
務
署
管
内
（
ニ
市
ハ
町
）
’

し

税
に
つ
い
て
考
え
る

南
犬
飼
中
三
年
野
口
京
美

　
　
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
税
金
を
と

ノ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
」

　
給
料
日
、
父
は
毎
度
の
こ
と
の
よ

う
に
、
こ
の
言
葉
を
口
に
出
す
。
そ

し
て
、
い
つ
し
か
私
は
「
税
金
＝
不

要
」
と
い
う
公
式
を
描
く
よ
う
に
な

っ
た
。

　
あ
る
給
料
日
、
父
は
い
っ
も
の
よ

う
に
、
あ
の
言
葉
を
口
に
し
た
。
す

る
と
母
が
、
「
税
金
を
納
め
ら
れ
る

な
ん
て
幸
せ
な
こ
と
よ
。
」
と
言
っ

た
。
な
ぜ
、
幸
せ
な
の
だ
ろ
う
。
税

金
が
な
く
な
る
、
そ
れ
な
ら
幸
せ
だ

ろ
う
け
れ
ど
…
…
。
そ
の
日
か
ら
、

母
の
言
葉
が
頭
か
ら
は
な
れ
な
く
な

っ
た
。

　
社
会
の
事
業
で
国
民
の
義
務
の
う

ち
に
、
納
税
の
義
務
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
そ
し
て
税
金
と
は
、
国
・

地
方
公
共
団
体
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

進
め
て
い
く
う
え
で
の
主
要
な
財
源

で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
。

　
昔
、
こ
の
学
校
は
校
庭
が
狭
く
、

隣
り
の
部
と
ぶ
っ
か
り
あ
っ
て
部
活

動
を
行
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
で

も
こ
こ
ら
辺
で
は
校
地
が
広
か
っ
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
は
広
い
校
庭
の
中
、

隣
り
の
部
と
接
触
す
る
心
配
も
な
く

部
活
動
に
励
ん
で
い
る
。
そ
の
校
庭

の
北
側
に
は
立
派
な
校
舎
が
あ
る
。

私
達
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

環
境
の
中
で
快
適
に
過
ご
し
て
い
る
、

　
こ
の
よ
う
に
、
税
金
の
多
く
が
教

育
を
は
じ
め
、
私
達
の
日
常
生
活
に

関
係
す
る
仕
事
に
使
わ
れ
て
い
る
。

税
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
の

で
あ
っ
て
、
も
し
税
金
が
な
か
っ
た

ら
、
今
の
よ
う
な
生
活
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
父
の
税
金
、
多
く
の
人
々

の
税
金
は
、
こ
う
し
た
形
で
私
達
の

た
め
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
な
ん
て

素
晴
し
い
こ
と
だ
ろ
う
か
。
し
か
し

中
に
は
税
金
を
高
い
と
い
う
人
が
い

る
。
税
金
が
不
当
に
高
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
）

実
際
、
給
料
の
ど
の
位
が
税
金
に
な

る
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
人
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
な
ら
、
税
金

ほ
ど
安
い
も
の
は
な
い
と
思
う
。
人

々
の
幸
福
は
決
し
て
お
金
で
は
買
え

な
い
の
だ
か
ら
。

　
私
の
母
は
自
営
業
を
し
て
い
る
。

し
ば
し
ば
「
消
費
税
が
な
け
れ
ば
ね

え
。
」
と
い
う
お
客
さ
ん
の
声
を
耳

に
す
る
と
い
う
。
今
年
の
四
月
か
ら

消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、

私
も
一
時
は
消
費
税
に
反
対
し
た
。

何
も
こ
ん
な
ノ
ー
ト
ー
冊
に
…
と
。

が
、
今
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
消
費
税
を
払
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
民
の
義
務
を
果
た
し
て
い
る

か
ら
だ
。
消
費
税
は
何
を
言
お
う
と

国
で
決
め
た
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
私

達
は
国
民
と
し
て
、
そ
れ
を
行
う
義

務
が
あ
る
。
そ
れ
を
反
対
す
る
な
ん

て
、
自
分
を
国
民
だ
と
認
識
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
日

も
早
く
気
付
い
て
欲
し
い
。
税
の
大

切
さ
を
…
…
…
。

　
将
来
、
私
も
納
税
者
の
一
人
と
な

る
。
そ
の
と
き
は
、
納
税
は
国
民
の

義
務
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
て
い

る
人
間
で
あ
り
た
い
。
そ
し
て
地
方

の
た
め
、
国
の
た
め
に
、
笑
顔
で
税

金
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
、
成
長

し
た
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
。
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米
の
自
由
化
反
対
／

ヽ 一

町
農
政
対
策
協
議
会
総
会
開
か
る

「
農
政
活
動
を
通
し
て
農
業
者
の
地

位
向
上
を
図
ろ
う
」
と
、
町
農
政
対

策
協
議
会
（
荒
川
巌
会
長
）
第
二
十

八
回
定
期
総
会
が
、
十
月
二
日
、
役

場
正
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
農
業
委
員
を
は
じ
め

農
協
、
共
済
組
合
関
係
者
並
び
に
農

事
部
長
や
各
種
農
業
団
体
の
代
表
者

そ
し
て
学
識
経
験
者
の
方
々
多
数
が

出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
最
近
の
農
業
を
と
り

ま
く
情
勢
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、
特
に
今
年
不
作
だ
っ
た
小
麦

や
干
瓢
に
意
見
が
集
中
、
そ
の
対
策

な
ど
に
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
元
年
度
の
事
業
で
は
、

米
の
自
由
化
反
対
を
盛
り
込
ん
だ
米

麦
価
格
対
策
い
上
位
機
関
へ
の
要
望

を
行
う
農
業
施
策
、
そ
の
ほ
か
、
予

算
対
策
、
税
制
及
び
課
税
対
策
な
ど

九
項
目
に
わ
た
る
重
点
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ナイスキック

第５回ナイターサッカー大会を開催

愛好者を募り

　バスケットボール大会開く

優勝したＪ・ＢＯＹチーム

一

　
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
発
展
に
努
め

て
い
る
町
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
十

月
二
十
二
日
・
二
十
九
日
の
両
日
壬

　
十
月
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
に
か

け
て
、
第
五
回
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ
ー

大
会
が
町
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ

十
四
千
Ｉ
ム
の
若
人
が
、
ナ
イ
タ
ー

照
明
の
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
は
、
広
く
町
内
の
サ
ッ

カ
ー
愛
好
者
を
募
り
、
大
会
を
通
じ

て
技
術
の
向
上
を
図
り
っ
つ
、
参
加

者
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
「
町
民
ひ

と
り
Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
推
進
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

生
中
と
南
犬
飼
中
体
育
館
を
会
場
に
、

第
五
回
壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
、
十
七
チ
ー
ム
（
男
子
チ
ー

ム
1
2
女
子
チ
ー
ム
５
）
の
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
試
合
と
も
好
試
合
で
力
の
こ
も

っ
た
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、

力
に
勝
る
壬
生
ク
ラ
ブ
が
男
女
そ
ろ

っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。

　
試
合
結
果

　
★
男
子
の
部
（
ト
ー
ナ
メ
ン
土

　
　
　
優
　
勝
　
壬
生
ク
ラ
ブ

　
　
　
準
優
勝
　
岩
舟
ク
ラ
ブ

　
　
　
第
三
位
　
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
★
女
子
の
部
（
リ
ー
グ
戦
）

　
　
　
優
　
勝
　
壬
生
ク
ラ
ブ

　
　
　
準
優
勝
　
壬
生
高
Ａ

　
　
　
第
三
位
　
壬
生
高
Ｂ

ま
た
、
ナ
イ
タ
ー
は
近
隣
市
町
村
で

も
本
町
だ
け
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

参
加
者
は
仕
事
や
学
校
を
終
え
て
か

ら
駆
け
っ
け
、
ゴ
ー
ル
を
目
ざ
し
て

コ
ー
ト
一
面
を
思
い
っ
き
り
走
り
回

り
；
い
い
汗
″
流
し
て
い
ま
し
た
・

　
試
合
成
績

優
　
勝
　
Ｊ
・
Ｂ
Ｏ
Ｙ

準
優
勝
　
ワ
イ
ル
ド
ボ
ー
イ
ズ

第
三
位
　
神
武
原
ク
ラ
ブ

得
点
王
　
新
村
　
尚
３
点
（
神
武
原
ク
）

　
　
　
　
毛
塚
達
也
３
点
丁
・
Ｂ
Ｏ
Ｙ
）
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光のシャワーを浴びながら

第20回町民歩け歩け大会

朝日を受けながら気持ちよく歩きました

車
社
会
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち
が

し
、
体
力
の
向
ト
と
親
政
を
図
る
う

と
、
十
月
ト
日
（
体
育
の
日
）
、
総

合
運
動
場
に
於
て
、
第
二
十
回
町
民

歩
け
歩
け
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

新
し
い
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
参
加

し
た
三
〇
〇
人
の
家
族
連
れ
な
ど
が
、

約
一
時
間
、
ｙ
朝
の
す
が
す
が
し

田
園
や
、
緑
の
中
を
元
気
い
っ
ぱ

し１　しゝ

に
歩
き
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
駁
高
齢
者
で
あ
る
八
十

六
歳
の
竹
渾
章
一
さ
ん
（
北
小
林
）

に
、
楠
井
町
長
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
七
十
歳
以
上
の
方
に
記
念

つ
い
忘
れ
が
ち
な
「
歩
く
こ
と
」
を
　
　
品
が
、
そ
の
他
の
参
加
者
全
員
に
参

通
し
て
、
日
頃
の
運
勲
不
足
を
解
消
　
　
加
賞
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

ド
口
口
ｏ
ｏ
」
　
　
　
　
ド
ノ
ド
レ
�
�
に
ド
目
目
に
レ
ド
レ
ト
　
　
　
　
　
　
レ
レ
］
…
…
一
、
．
一
．
゛
’

み
ん
な
で
楽
し
く

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
清
水
正

三
会
長
）
主
催
の
、
第
一
回
協
会
長

杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
ト

月
六
日
、
秋
晴
れ
の
町
総
合
運
動
場

言
打
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
八
月
二
十
九
日
に
四

十
二
チ
ー
ム
、
三
一
四
人
が
登
録
し

て
設
立
総
会
を
開
き
、
発
足
し
た
ば

か
り
で
、
こ
の
日
は
三
十
六
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
七
つ
の
コ
ー
ト

に
別
れ
て
熱
戦
を
く
り
広
げ

ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
一
位
　
東
下
台
チ
ー
ム

　
第
二
位
　
下
横
町
千
Ｉ
ム

　
第
三
位
　
本
郷
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
μ
　
　
東
雲
Ｂ
チ
ー
ム

W

喜
び
の
東
下
台
チ
ー
ム

校
長
先
生
み
こ
し
で

　
　
　
稲
小
秋
ま
つ
り

た
み
こ
し
は
、
み
ん
な
力
作
ぞ
ろ
い
。

若
い
校
長
先
生
や
ハ
ン
サ
ム
な
校
長

先
生
、
そ
れ
か
ら
、
金
太
郎
や
そ
ん

　
十
月
二
十
五
日
、
（
稲
葉
小
学
校
高

橋
鉄
夫
校
長
、
二
六
三
人
）
で
稲
小

秋
ま
つ
り
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
万
協
力
に
よ

り
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
み
こ
し
の
テ
ー
マ
は
「
校

長
先
生
」
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
作
ら
れ

睦コミュニティー

スポーツ

レクリエーションまつり

一

ご
く
う
に
見
立
て
た
も
の
ま
で
、
児

童
た
ち
の
校
長
先
生
み
こ
し
は
お
も

し
ろ
い
も
の
ば
か
り
。
元
気
良
く
校

庭
を
練
り
歩
く
う
ち
に
、
勢
い
余
っ

て
壊
れ
て
し
ま
う
み
こ
し
も
あ
り
、

会
場
で
見
守
っ
て
い
た
先
生
方
や
父

母
ら
も
、
笑
顔
が
絶
え
ま
廿
ん
で
し

た
。

　
そ
の
後
、
お
金
も
品
物
も
児
童
石

作
り
の
出
店
遊
び
や
各
学
年
の
父
ほ

た
ち
が
用
意
し
た
焼
き
芋
を
食
べ
な

が
ら
、
思
い
出
深
二
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

10月15日、秋晴れの中、12自治会の

みなさんが一同に集まり、綱引きや

リレーなどでいい汗かきました。
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黒
子
さ
ん
（
壬
生
農
協
勤
務
）
が

　
　
栃
木
米
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
に

　
本
県
産
の
良
質
未
を
宣
伝
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
未
婚
の
女
性
と
し
て
、

本
町
の
壬
生
町
農
業
協
同
組
合
に
勤

務
し
て
い
る
黒
千

幸
映
さ
ん
（
2
2
歳
）

が
、
栃
木
米
コ
ン

ビ
一
オ
ン
に
認
定

さ
れ
、
十
月
三
十

一
日
、
町
長
室
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
黒
子
さ
ん
は
、

今
後
一
年
間
、
米

消
費
拡
大
を
目
的

に
、
米
の
啓
発
宣

伝
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
予

　
壬
生
郷
友
会
（
太
田
今
吾
会
長
）

の
秋
季
総
会
が
、
十
一
月
三
日
、
本

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
特
に
壬
生
町
が
町
制
施

打
打
周
年
に
当
る
た
め
、
共
役
の
意

味
か
ら
故
郷
で
の
開
催
と
な
っ
た
も

の
で
、
檜
井
町
長
始
め
多
数
の
来
賓

よ
り
、
町
の
近
況
を
交
え
て
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

定
で
す
。
明
る
く
健
康
あ
ふ
れ
る
黒

子
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
席
上
、
同
会
の
事
務
局
長

と
し
て
永
年
担
当
さ
れ
て
き
た
、
小

谷
野
幸
雄
氏
に
、
会
長
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
同
会
で
は
、
歳
末
助
け
合
い

募
金
を
行
い
、
四
五
、
五
〇
〇
円
を

町
に
寄
付
さ
れ
、
町
で
は
、
福
祉
の

充
実
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｃ

「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
⑩
一
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
を
控
え

　
組
合
員
総
出
の
奉
仕
活
動

　
十
月
一
日
、
並
木
用
水
組
合
（
三

上
義
市
組
合
長
）
で
は
、
鹿
沼
街
道

沿
い
に
あ
る
並
木
用
水
の
環
境
美
化

を
図
ろ
う
と
、
組
合
員
総
出
で
草
刈

り
や
空
缶
拾
い
な
ど
の
奉
仕
作
業
を

行
い
、
約
四
十
袋
の
ゴ
ミ
や
空
缶
を

収
集
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
並
木
用
水
沿
い
に
居
住
さ

れ
て
い
る
四
十
数
戸

の
方
々
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
「
投
げ
な

い
、
捨
て
な
い
、
汚

さ
な
い
」
、
「
川
の

汚
れ
は
心
の
汚
れ
」

な
ど
の
標
示
板
を
立

て
道
路
を
通
る
車
の

人
に
、
河
川
愛
護
の

意
識
高
揚
を
訴
え
ま

し
た
。

100周年を

　　共に祝う

　壬生郷友会の総会開く
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あ達者

カッフjl，

笏さん⑩壬生下馬木

　
野
菜
作
り
が
趣
味

　
今
は
農
業
の
予
示
い
が
で
き
な
い

の
で
、
屋
敷
の
周
り
に
野
菜
や
大
豆
、

大
根
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
そ
ば
な
ど

家
で
食
べ
る
作
物
を
作
る
の
が
趣
味

と
言
う
鈴
木
英
治
さ
ん
（
八
十
歳
）

ん
で
す
。

　
二
十
一
歳
の
と
き
の
現
役
も
含
め

計
四
度
の
軍
隊
経
験
が
あ
り
、
そ
の

間
、
国
谷
飛
行
場
で
肪
衛
隊
と
し
て

活
躍
も
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
一
歳
か

ら
四
十
歳
ま
で
、
た
だ
夢
中
で
過
ご

し
た
だ
け
で
生
き
が
い
な
ん
て
な
か

っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
妻
の
コ
ウ
さ
ん
（
七
十
九
歳
）
は
、

壬
生
下
馬
木
の
増
田
家
か
ら
嫁
が
れ

今
年
で
五
十
七
年
に
な
り
ま
し
た
。

夫
が
軍
隊
に
出
た
後
も
よ
く
家
を
守

り
、
と
に
か
く
働
い
た
そ
う
で
す
。

し
か
も
、
今
ま
で
に
一
度
も
医
者
に

か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
か
ら

驚
き
で
す
。
こ
の
ご
ろ
は
足
と
腰
が

悪
く
な
っ
た
の
で
、
草
む
し
り
専
門

に
農
業
の
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
八
入
、
お
孫
さ
ん
が

十
九
人
、
そ
し
て
、
ひ
こ
孫
が
二
人

と
い
う
子
宝
に
恵
ま
れ
た
お
二
入
で

す
が
、
四
ウ
さ
ん
は
好
き
嫌
い
が
な

ム
一
｀
Ｉ

ｊ－
９

ｊ

い
の
に
、
英
治
さ
ん
は
嫌
い
な
も
の
　
１

が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
小
さ
い
こ
ろ
子

か
ら
食
べ
っ
け
た
も
の
以
外
は
食
べ
　
ｙ

な
い
そ
う
で
す
・
ま
た
ヽ
英
治
さ
ん
　
１

は
お
酒
が
好
き
で
、
今
で
も
ニ
合
は
ピ

い
け
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ア

高木歩ちゃん(右)千有ちゃん(左､中央町)吉田浩紀ちゃん(通町)
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
生
ま
れ
（
四
歳
）

　
″
六
十
二
年
六
月
十
三
日
生
ま
れ
（
二
歳
）

　
（
父
）
高
木
　
信
行
　
　
　
長
男
（
右
）

　
言
言
　
″
み
ど
り
さ
ん
の
次
男
＾
左
゛

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
」
言

　
健
康
で
い
つ
ま
で
も
兄
弟
仲
よ
く

　
助
け
あ
え
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

昭
和
六
十
二
年
七
月
十
一
日
生
ま
れ
（
二
歳
）

　
（
父
）
吉
田
　
　
栄

　
＾
母
゛
　
″
と
し
子
さ
ん
の
長
男

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
お
祭
り
大
好
き
。

　
強
く
た
く
ま
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

｝

地
域
ぐ
る
み
で
消
火
訓
練

　
下
稲
葉
の
町
消
防
団
第
二
分
団
第

五
郎
（
伊
藤
一
夫
部
長
）
で
は
、
火

を
使
う
こ
と
が
増
え
る
季
節
を
向
か

え
、
火
災
の
未
然
防
止
を
強
化
し
よ

う
と
、
十
月
一
目
稲
葉
小
学
校
で
、

下
稲
葉
地
域
の
住
民
を
対
象
に
消
化

　
　
　
　
　
　
　
）

器
取
扱
い
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
石
橋
地
区
消
防
組
合

の
協
力
の
下
、
家
族
ぐ
る
み
で
消
火

実
験
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
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ば
く
の
夢

　
　
藤
井
小
六
年

小
川

晃

　
ば
く
は
将
来
先
生
に
な
り
た
い
で

す
。
ば
く
が
先
生
に
な
る
う
と
思
っ

た
の
は
、
五
年
の
初
め
で
し
た
。
ぼ

く
は
小
さ
い
こ
ろ
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

諺
く
の
ゆ
め

心

い
っ
の
間
に
か
、
先
生
に
な
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
生
に
な
る
に
は
、
き
び
し
く
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
、

あ
ま
り
、
人
に
き
び
し
く
な
い
の
で

心
配
で
す
。
だ
け
ど
悪
い
こ
と
を
し

た
生
徒
は
、
き
び
し
く
し
か
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
先
生
に
な
っ
た
ら
生
徒
に
は
優
し

く
し
て
、
勉
強
は
分
か
り
易
く
教
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
す
が

乱
暴
な
の
で
生
徒
た
ち
が
読
み
易
い

よ
う
に
、
宇
を
卜
手
に
し
た
い
で
す

③
唐
‰
）
◎
節
節

私
の
夢

　
藤
井
小
六
年
野
中
　
利
恵

　
私
は
、
将
来
大
の
制
球
士
に
な
り

た
い
で
す
。
私
は
、
小
さ
い
時
か
ら

犬
が
好
き
で
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
四

年
の
時
は
将
来
は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
働
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
犬

ば
っ
か
り
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
も

た
だ
売
る
だ
け
な
の
で
っ
ま
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、
入
間

と
犬
が
喜
び
や
楽
し
さ
を
わ
か
ち
あ

え
る
訓
練
上
が
い
い
と
思
い
ま
し
た

　
私
は
、
訓
練
に
主
に
使
わ
れ
る
、

シ
ェ
パ
ー
ド
・
ラ
ブ
ラ
ド
ル
レ
ト
リ

バ
ー
・
エ
ア
デ
ー
ル
テ
リ
ア
な
ど
を

子
犬
の
時
か
ら
育
て
て
み
た
い
で
す

苦
し
い
訓
練
を
の
り
こ
え
て
、
入
問

と
犬
の
一
対
一
で
力
を
介
わ
せ
て
、

が
ん
ば
っ
て
、
り
っ
ぱ
な
警
察
犬
に

育
て
た
い
で
す
。
ま
た
、
目
の
み
え

な
い
人
の
た
め
に
一
生
つ
く
す
盲
導

犬
も
訓
練
し
た
い
で
す
。

　
　
短
　
　
歌

旧
性
を
呼
び
あ
い
な
が
ら
の
ク
ラ
ス
会

　
　
　
　
　
ケ
ド
今
年
は
長
く
短
か
し

全
快
な
く
て
ホ
ー
ム
入
り
せ
し
友
心
れ
ど

　
　
　
　
　
な
に
か
淋
し
く
胸
の
体
け
り

心

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

篠
原
　
マ
サ

痛
む
腰
伸
ば
し
て
は
又
草
刈
れ
ば

　
　
　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
人
声
か
け
て
ゆ
く

ふ
た
つ
三
つ
蝶
々
舞
ふ
を
横
目
に
し

　
　
　
　
　
キ
ャ
ベ
ツ
畑
に
青
虫
を
と
る

　
　
　
俳
　
　
句

踊
匹
組
む
男
ら
の
弔
．
な
ま
り

茂
木
　
京
美
　
　
虫
一
声
底
面
た
ち
ま
ち
秋
め
け
る

　
　
　
　
　
　
　
兄
弟
の
け
ん
か
風
傍
流
黙
す

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
く
水
に
ゆ
く
雲
の
彭
秋
深
む

和
久
坪
　
西

角
旧
　
節
子

秋
山
　
セ
ン

粂
川
　
破
子

鈴
木
佳
世
子

竹
本
　
茂
弥



壬生町標準小作料(10a当り)

老人の人材を活用

シルバー人材センター発足

　
高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
能
力
を

１
‐
一
分
に
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
就
労

　現在の農業をとりまく情勢は、政府買入米価の

引き下げや転作面積の拡大化、柑きつ・牛肉の輸

入自由化の決定、そして、農業経営者の高齢化と

農地移動の主流が賃貸借となるなど、大きな変化

を起こしている時期と言えます。

　この情勢に対応した標準小作料（平成２年の支

払いから適用）が、小作料協議会で作成、農業委

員会の承認を経て、３年よりに改訂されました。

地目 区　叙　区　分 小作料の標準額

田

町全叙の土地改良済田 23,000円

土地改良未済田(湿田を除く) 19､000

町全域の湿田 15,000

畑 耶全域の畑 12､000

心ノ

活
動
を
従
進
し
て
い
こ
う
と
、
十
月

二
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
社
団
法
人
千
生
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
同
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
五
十

国
民
年
金
で
受
賞

田
向
第
二
、
鹿
島
第
三
納
税
組
合

国
民
年
金
法
施
行
三
十
周
平
記
念

六
人
の
会
員
が
登
録
し
て
お
り
、
こ
　
　
栃
木
県
大
会
が
、
十
盲
二
日
、
宇

の
日
は
五
十
二
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
　
都
営
市
文
化
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、

　
設
立
発
起
人
代
表
の
檜
井
町
長
、
　
　
そ
の
席
Ｌ
、
田
向
第
二
納
税
組
合
（

来
賓
の
下
部
賀
福
祉
事
務
所
長
（
知

事
代
理
）
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

議
事
に
移
り
、
十
三
の
議
案
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
、
理
事
長
に
楠
井

町
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
家
庭
か
ら
企
業
に
至
る

ま
で
、
幅
広
い
利
用
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

○
全
一
〇
、
〇
〇
〇
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
凱
の
今
様

○
全
二
、
一
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
ゆ
う
が
お
の
今
様

○
全
三
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
壬
生
町
母
子
寡
婦
福
祉
今
様

○
全
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
栃
木
地
区

前
原
書
次
代
表
）
、
鹿
島
第
三
納
税

　
遊
社
交
協
同
組
合
防
犯
協
力
会
様

○
金
言
○
○
○
円

　
　
　
　
壬
生
町
消
費
者
友
の
金
槌

○
全
一
〇
、
〇
〇
〇
円
南
犬
飼
地
区

独
居
老
入
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
槌

○
金
三
、
〇
〇
〇
円
細
井
武
一
郎
槌

○
金
言
ｏ
ｏ
ｏ
円
水
野
　
シ
ナ
様

ヽ一

組
合
（
梁
島
定
治
代
表
）
が
、
栃
木

県
知
事
態
謝
状
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。

　
同
納
税
組
合
は
制
度
発
足
以
来
、

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
を
堅
実
に

行
っ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　　●

七

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

（
三
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
六
期
）

・
国
民
年
金
（
九
期
）

（
納
税
期
限
十
二
月
二
十
五
日
）

納
期
限
間
際
に
は
納
付
窓
口
が
大
変

混
み
合
い
ま
す
。
早
め
に
納
付
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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